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1 安全
本製品を使用する前に本マニュアルをよくお読みください。本マニュアルの操作手順や安全予防策に従わないと、重傷
事故や死亡事故が発生するおそれがあります。本マニュアルはいつでも取り出せるよう安全な場所に保管してくださ
い。

本マニュアルで使用する記号

危険
  回避しなければ、必ず死亡事故や重傷事故が発生する危険な状態を表します。

警告
 

回避しなければ、死亡事故や重傷事故が発生するおそれがある危険な状態を表し
ます。

注意
 

回避しなければ、中程度の障害から軽傷の事故が発生する危険な状態を表しま
す。

  重要な情報ですが、危険とは無関係な情報を表します。

  一定のタスクをより簡単に行うためのヒントやアドバイスです。

安全上の一般的な注意事項
警告
電気関係の設置時には、必ず主電源を切ってください。

警告
PPT の設置とメンテナンス時には、必ず適切な保護具を着用してください。

注意
設置やサービス作業は、その地域で認められた有資格の担当者以外実施できません。

注意
システムは、ローカルルールや規制に従って設置してください。

注意
PPT の設置やメンテナンス作業は、2 人で行ってください。

作業環境
注意
設置エリアからは、家畜を始め、いかなる障害物も、排除してください。
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注意
コンポーネントはすべて、家畜が近づけない位置に設置してください。

注意
ケーブルは、つまづかないようすべて適切に覆い隠してください。

注意
PPT の設置とメンテナンス時には、高濃度のアンモニアに注意してください。

家畜にとっての快適さと安全
Nedap 家畜管理システムの自動動作により、設置者やシステムユーザーが家畜の世話と快適な状態の維持責任を放棄す
ることのないよう注意してください。

本製品で使用する記号

手などを挟むおそれがあります。機器内部に入るときやサービスの実行時には、
必ず電源を切って下さい!

自動的に始動します。機器内部に入るときやサービスの実行時には、必ず電源を
切って下さい!

免責条項
NEDAP は、すべての環境や用途で豚パフォーマンステスターが適切に機能することを保証しません。品質、パフォー
マンス、商品適格性、または特定目的への適合性に関して明示または黙示を問わず、一切の保証はしません。NEDAP
は、あらゆる努力を以て本マニュアルの正確さを期しています。NEDAP は、発生するおそれのあるあらゆる不正確や
遺漏に関する法的責任を負いません。豚パフォーマンステスターはお客様の自己責任でご使用いただくことに明確に同
意していただきます。

著作権
Copyright © NEDAP 2017.本マニュアルの内容は、事前の予告なく改訂されることがあります。NEDAP / 豚パフォーマ
ンステスターは、NEDAP の登録商標です。本マニュアルの内容は、事前の予告なく変更されることがあります。他の
商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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2 PPT の概要
Nedap 豚パフォーマンステスター (PPT) は、豚用の計量プラットフォーム、個々の豚の給餌量を測定する内蔵計量ユ
ニット付き給餌トラフで構成されています。豚計量プラットフォームの幅は、豚のサイズに簡単に調整できます。シス
テムには制約なしにアドリブで、最高 15 豚に給餌できるだけの十分な容量があります。

システム概要
PPT システムは、VP2001 電源、VP8001、VP1007 で構成されています。VP8001 にインストールされた PPT 動作コ
ンポーネント (BC) は、どの入出力を接続できるかを定義し、ユニットの機能を定義します。CAN 通信は、VP8001 と
VP1007 間で使用します。VP1007 は、PPT の入出力を制御します。イーサネットは、VP8001 の Web サーバーのアク
セスに使用します。

2.1 PPT の概要
豚の繁殖では、成長と給餌変換が最も重要な選択基準です。Nedap 豚パフォーマンステスター (PPT) は、豚の給餌と
豚パフォーマンスデータの収集に使用します。豚が PPT を訪れるたびに、ステーションは、豚を識別し、給餌量と豚
の体重を測定します。PPT は、ペン当たり 15 頭までの豚 (通常、 あらかじめ選択した雄豚-母豚の組み合わせから生ま
れた子豚) に対するグループハウジングシステムにおけるアドリブ給餌に使用します。個々の固体のパフォーマンスの
ランク付けのために、給餌量と増加体重から成長と給餌率を計算します。
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メリット
• 個々の固体体重と給餌量の正確な記録

• パフォーマンスの違いをすみやかに把握

• 目的に応じた選択

• データの保護

• 操作しやすいシステム

遺伝的性質を最適化

収集した給餌量と体重のデータは、安全に処理され、すみやかにオンラインで利用できます。すなわち、個々の豚の給
餌量と成長率の違いをすみやかに把握できるわけです。信頼できるデータに基づいて早めに豚を選択できます。遺伝的
性質を持続的に最適化できるのは、大きな強みです。

 

飼料の品質を監視

本システムは、飼料の量の監視、さまざまな飼料配合の効果の調査に利用できます。Nedap は、その長年の経験を豚の
繁殖と豚の管理の自動化に活かしています。こうして、Nedap は健康で効率的な豚の個体群の実現に貢献しています。

クラウド
PPT で得た生データは、クラウドに保存されます。

これらのデータは、要望があれば、.csv ファイル形式でメールにより有料で入手できます。また、研究目的の契約に基
づいて入手することもできます。

データは、 API により有料で入手できます (http://connect.nedaplivestockmanagement.com を参照)。
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コンポーネント

 1.飼料計量モジュール 5.固体体重インジケータ
 2.固体計量プラットフォーム 6.飼料重量インジケータ
 3.給餌ホッパー 7.調節式側壁
 4.V ボックス 1 内の VP1007
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3 ユニットの使用方法

3.1 動作原理
PPT ステーションは、アドリブ給餌に使用します。したがってトラフの飼料はいつでも利用できることが前提です。飼
料重量が不足すると、5 ポーションの飼料がトラフに自動的に補充されます。PPT の電源が切れていてもポーションは
供給されます。

トラフ内の飼料重量に変化があったときや、RFID アンテナが固体を識別したとき、PPT ステーションが固体を識別し
ます。

1 つの計量インジケータに豚の体重が表示され、もう 1 つの計量インジケータにトラフ内の飼料重量が表示されます。
実際の飼料重量は、目盛り 1 グラムのグラム単位で表示されます。実際の体重は、0.5 kg 目盛りのキログラム単位で表
示されます。

給餌量は、豚が PPT に入る前の飼料重量からトラフ内の現在の飼料重量を差し引いて計算します。

• この給餌量は、固体に割り当てられ、VP8001 のデータベースとクラウドに保存されます。

• PPT への訪問時間は固体に割り当てられ、VP8001 のデータベースとクラウドに保存されます。

• 固体体重は固体に割り当てられ、VP8001 のデータベースとクラウドに保存されます。

給餌量 (1 日当たりの飼料摂取グラム数)、成長率 (増加体重 1 日当たり)、FCR (給餌率 = 成長グラム数当たり給餌量グ
ラム数) は、収集したデータから計算します。

補充パラメーター
飼料重量 < 500 グラム + 固体不在 –> 補充 + ポーションサイズは較正のために保存されます。

飼料重量 < 500 グラム + 固体存在 –> 補充なし、固体が出るまで待機、または飼料重量 < 200 グラム。

飼料重量 < 200 グラム + 固体存在 –> 補充。

豚の登録摂取給餌量
最終体重 > 200 グラム:給餌量を登録します (開始体重 – 最終体重)。

最終体重 < 200 グラム:給餌量を登録します。開始体重を計算します (開始体重 + 5 x ポーションサイズ – 最終体重)。

ポーションサイズの自動計算
補充後 (< 500 グラム + 固体不在) ポーションサイズを保存し、最後の 5 回の補充の移動平均に追加します。

設置のスタートアップおよび飼料タイプの変更時には較正にタグを使用します。

3.2 前提条件
1. 同等の豚 (同じ誕生週) のバッチで開始します。

2. 豚の体重が 6～25 kg になったらタグを付けます (雄は青色の耳タグ、雌はピンク色の耳タグ)。

3. 体重約 25 kg の豚から開始します。

4. アドリブ給餌の原理 (トラフでいつも給餌できる状況)。
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5. ペレット飼料では、PPT 当たり最高で豚 15 頭。

6. すりつぶした飼料では、PPT 当たり最高で豚 12 頭。

7. スラットを利用できるときは、豚 1 頭当たり約 1 m² の床スペースを用意します。

8. 限定されたスラット面を利用できるときは、豚 1 頭当たり約 1.2 m² の床スペースを用意します。

ほとんどの固体は、丸 3 日もたてばシステムに慣れます。

3.3 PPT の操作
操作
PPT は自動的に機能します。通常の状況では、定期的な点検、掃除、何らかのメンテナンス (メンテナンススキーム
(ページ 20)を参照) が必要です。

PPT の運用では、信頼性の高いインターネット接続が不可欠です。

計量プラットフォームの幅
豚のサイズに合わせて固体計量プラットフォームの幅を調整します。豚が、並んで立ったり、すれ違ったり、あ
るいはユニット内で向きを変えることができないことを確認してください。

1. 2 つのピンを持ち上げます。
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2. 側壁を傾けて、持ち上げ、元の位置に戻します。

固体計量プラットフォームに対して給餌トラフへの入口が中央に来るように、両方の側壁は必ず均等に調整
してください。

3. 上下の穴を利用して正しい幅を設定してください。

4. 対応する穴に 2 つのピンを入れます。

側壁が外部フレームに対して垂直で平行になるように必ず上下同じ穴を使用してください。

3.4 機能とコントロール
PC、スマートフォン、またはタブレットで Velos にログインすると、画面にメインメニューが表示されます。

PPT に適用できるメニューオプションについては、以下の項で解説します。

3.4.1 ユーザータスク
固体を供給
豚は、Velos プログラムで固体番号を自動的に受け取ります。固体番号は、グループ番号と、タグ番号の下 3 桁からな
ります(GGGTTT)。
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固体の最初のバッチ

1. すべての固体にタグが付いていて、システムが正常に機能することを確認してください。

2. ペン内のタグ付きの固体を移動します。固体は PPT で識別され、固体番号、ロケーション、性別、タグ番号、給餌
日、開始体重が自動的に割り当てられます。個々の固体の開始体重は、最初の丸 2 日の中央値です。

3. キー値は、供給日から計算します。必要に応じて個々の開始体重を調整します:
a. Velos で[Farm (ファーム)] をクリックします。

b. フィールド [Farm overview (ファームの概要)] で、ロケーションを選択し、[View animals (固体を表示)] をク
リックします。

c. 開始体重を調整する固体の固体番号をクリックします。

d. タブ [Pig Performance Testing (豚パフォーマンステスト)] で、[start weight (開始体重)] をクリックして、正し
い開始体重を入力します。

e. [Ok] をクリックしてデータを保存します。

固体の新しいバッチ

1. [Farm (ファーム)] に移動し、フィールド [Farm overview (ファーム概要)] で、新しい豚の供給があるロケーション
を選択します。

2. タブ [Pig Performance Testing (豚パフォーマンステスト)] に移動し、[Supply animals (固体を供給)] をクリックし
ます。

3. [Download (ダウンロード)] クリックして、 既存のロケーションのデータを PC に保存します。

4. データのダウンロードと保存は必ず現在のロケーションから行ってください!

5. すべての固体にタグが付いていることを確認してください。

6. ペン内のタグ付きの固体を移動します。固体は PPT で識別され、固体番号、ロケーション、性別、タグ番号、給餌
日、開始体重が自動的に割り当てられます。個々の固体の開始体重は、最初の丸 2 日の中央値です。

7. キー値は、供給日から計算します。必要に応じて個々の開始体重を調整します:
a. Velos で[Farm (ファーム)] をクリックします。

b. フィールド [Farm overview (ファームの概要)] で、ロケーションを選択し、[View animals (固体を表示)] をク
リックします。

c. 開始体重を調整する固体の固体番号をクリックします。

d. タブ [Pig Performance Testing (豚パフォーマンステスト)] で、[start weight (開始体重)] をクリックして、正し
い開始体重を入力します。

e. [Ok] をクリックしてデータを保存します。

ロケーションから固体を退去
病気の固体や歩行困難な固体は、必要に応じてロケーションから退去させます。

1. その場合、 [Farm overview (ファーム概要)] や [Quick entry (クイックエントリ)] で退去日を入力します。

2. 固体のロケーションを退去済み固体ロケーション 9999 に変更します。

毎日の PPT の操作
注意が必要な項目は、Velos ダッシュボードに表示されます。リンクをクリックすると、詳細情報が表示されます。こ
こえは給餌量アテンションの確認や、[Farm overview (ファーム概要)] 、[Location (ロケーション)] や [Animal overview
(固体の概要)] の表示による詳細情報の確認ができます。
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1. [Dashboard (ダッシュボード)] > [Feeding - Feed intake (給餌 - 給餌量)] で、低給餌量アテンション (デフォルトで昨
日の値ベースで 500 g 未満) の固体をチェックします。このアテンションのしきい値 500 g は、[Settings (設定値)] 
> [Feeding - Attentions (給餌 - アテンション)] で調整できます。

2. ポーションを固体ではなくグループに割り当てる場合は、[Dashboard (ダッシュボード)] > [Pig Performance testing
(豚パフォーマンステスト)] > [Group visit (グループ訪問)] で [group visit overview (グループ訪問の概要)] にチェック
を入れます。

グループ訪問給餌が 24 時間で 70 g を超えると、アテンションがポップアップします。

– 未割り当てのポーションは、[group visit (グループ訪問)] 画面に表示されます。このような状況は、訪問
時に固体が識別されていないと発生します (例、耳タグ紛失など)。訪問回数が最も少ない固体は、リスト
の最後に表示されます。訪問回数がゼロの場合、これは耳タグの紛失が原因だと思われます。未割り当て
の給餌量は、1 固体に手動で割り当てることができます。または、"None (なし)" を選択すれば、アテン
ションを削除できます。

– 未割り当て給餌量を手動で固体に割り当てると、その固体のステータスはレポートでは '1' に変わりま
す。この場合、手動アクションを実施した固体は簡単に認識できます。

3. 毎日、給餌量グループ平均値を確認します。「ファーム概要」を参照して、給餌量グループ平均値を前日や平均ロ
ケーション給餌量と比較します。

4. 固体が耳タグを紛失した場合はできるだけすみやかに耳タグを付け直してください!

1 頭以上の固体が耳タグを失うと、給餌量の精度を維持できなくなります!

5. 特定の固体の [basic data (基本データ)] 画面に、新しい耳タグ番号を入力します。

ファーム概要
[Basic (基本)]、[Pig Performance (豚パフォーマンス)]、[Feed intake data (給餌量データ)] を [Farm (ファーム)]  > [Farm
overview (ファーム概要)] で確認します。[Pig Performance Testing (豚パフォーマンステスト)] と [Feeding data (給餌
データ)] の平均値を確認します。毎日の給餌量平均を確認して、それを前日の値および平均給餌量と比較します。

 

豚パフォーマンステストデータファームの概要

以下の PPT ヘッダーのすべてのデータは、今日の給餌データ以外、昨日の累積データです。今日の給餌データは当日
の累積データから得た値です。データはすべて、現在のロケーションのロケーションの平均値です。
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項目 意味

FCR 給餌率、ADFI / ADG、豚のパフォーマンスの測定値。

ADG 毎日の平均成長率 = 総増加体重/システム上の日数。

ADFI 毎日の平均給餌量 = 総飼料摂取量/システム上の日数。

体重 昨日の平均体重。

日数 最初の固体を識別してからの日数。

 

 

 

 

給餌データ ファームの概要

[Feed intake (給餌量)]、[Visits (訪問回数)]、[Durations (期間数)] はロケーションごとの累積データです。今日のデータ
と、昨日のデータをロケーション平均値と比較します。

 

ロケーションの概要
[Basic (基本)]、[Pig Performance (豚パフォーマンス)]、[Feed intake (給餌量)]、[Weight (体重)] の各ロケーションデー
タは [Farm (ファーム)]  > [Location overview (ロケーションの概要)] で表示します。

[Pig Performance Testing (豚パフォーマンステスト)] データは昨日の累積データであり、給餌データと計量データは現
在のデータです。

 

豚パフォーマンステストデータロケーションの概要
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項目 意味

システム上の完了日数 固体を識別してからの日数。

平均開始体重 最初の丸 2 日の固体体重の中央値の平均

平均最終体重 昨日の固体体重の中央値の平均

平均総給餌量 総給餌量の平均値。

平均増加体重 増加体重の平均値。

平均毎日の給餌量 平均総給餌量/システム上の日数。

平均毎日の成長率 平均増加体重/システム上の日数。

平均給餌率 平均総給餌量/平均増加体重

 

給餌データロケーションの概要

 

計量データロケーションの概要
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個体概要
[Pig Performance Testing (豚パフォーマンステスト)] 、[Feeding and (給餌)] 、[Weighing (計量)] の各ロケーションと
個々の固体のデータを表示します。[Farm (ファーム)] > [Farm overview (ファーム概要)] > [Select location (ロケーショ
ンを選択)] に移動します。データは、一連のグラフと統計値で表示されます。

個々の固体データは、[View animals (固体を表示)] をクリックして表示します。データは固体番号をクリックして表示
します。<<や>> をクリックすると、次の固体や前の固体に移動します。

[Pig Performance Testing (豚パフォーマンステスト)] データは昨日の累積データであり、給餌データと計量データは現
在のデータです。

 

豚パフォーマンステストデータ、固体の概要
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項目 意味

システム上の完了日数 固体を識別してからの日数。

開始体重 最初の丸 2 日の中央体重。調整できます。

最終体重 昨日の体重の中央値。

総給餌量 固体別の飼料摂取量の総重量。

増加体重 開始後の増加体重。

毎日の給餌量 総給餌量/システム上の日数。

毎日の成長率 総増加体重/システム上の日数。

給餌率 総給餌量/総増加体重、豚のパフォーマンスの測定値。

給餌データ固体の概要

 

 

計量データ固体の概要
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CSV データをダウンロード
CSV データのダウンロードは、[Reports (レポート)] による方法を推奨します。

1. [Reports (レポート)] > [Pig Performance Testing (豚パフォーマンステスト)] > [Download CSV data (CSV データを
ダウンロード)] に進みます。

2. データが必要なロケーションを選択します。データが 1 ロケーションだけの場合 (例、ロケーション 2)、 2 – 2 と
入力します。複数のロケーションからデータをダウンロードする場合 (例、 10 から 20)、10 – 20 と入力します。

3. データをダウンロードする期間を入力します。例、 01-12-2017 – 31-12-2017。

4. データの出力形式を選択します (現在サポートしているのは Excel のみです)。

5. [Apply (適用)] をクリックしてデータをダウンロードします。

レポート
固体パフォーマンスデータを表示するには、以下のステップに従って操作します:

1. メニューで、[Reports (レポート)] をクリックします。

2. レポートの形式 (HTML か Excel) を選択します。

3. [Submit (提出)] をクリックしてレポートを生成します。

 

[Reports (レポート)] > [Feeding (給餌)] > [Feed Intake (給餌量)] アテンション

このレポートは、昨日の給餌量データが基になります。給餌量アテンションのしきい値は、必要に応じて調整します。
今日、昨日、一昨日の給餌量データがリストに表示されます。

 

[Reports (レポート)] > [Feeding (給餌)] > [Feed Intake (給餌量)] 訪問回数

このレポートには、選択しておいた日付からの PPT ステーションへの豚の毎回の訪問から、毎回の訪問が表示されま
す。例、日付、期間、給餌量。
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[Reports (レポート)] > [Pig Performance Testing (豚パフォーマンステスト)] - [Animal data (固体データ)]

このレポートは、固体データの概要を報告します。

 

[Reports (レポート)] > [Pig Performance Testing (豚パフォーマンステスト)] > [Ranking the pigs (豚のランキング)]

このレポートは、FCR (給餌率) における固体のランキングに使用します。成長率 (1 日当たり平均増加体重) と給餌率
(摂取給餌/成長率) は、固体の測定体重と給餌量から計算します。

[Reports (レポート)] > [Pig Performance Testing (豚パフォーマンステスト)] > [Feed Intake Group (給餌量グループ)]

このレポートは、選択しておいた日付からのロケーションごとの給餌量と、固体に割り当てることのできない飼料デー
タの概要です。

3.4.2 飼料較正
標準飼料較正

標準飼料較正は、新しいタイプの飼料を使用したときと、飼料供給量が正しいかどうかを確認するときに実施し
てください。

1. 飼料較正中は、固体が PPT 内に入らないよう注意してください。

2. アンテナ界に較正タグを置き、取り除きます (インストーラーがセットアップし、ユーザーのために背後に残して
おきます)。

飼料モーターは、2 秒間隔で 5 ポーションの飼料を供給します。

3. PPT は、飼料ポーション較正のための安定重量を測定します。

トラフ内の飼料が 1400 グラムを超えると、標準飼料較正は開始しません。その場合は、飼料の一部を取り出
し、較正を再開してください。

初期飼料較正を再開

初期飼料較正 を再開するには (たとえば、掃除後または新しい固体バッチの供給前)、PPT のスイッチを 3 回切り
替えます。
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1. V ボックス 1 のスイッチで PPT の電源を切り、PPT が停止したことを示すステータスライトが 1 回点滅するまで
待ちます。

2. V ボックス 1 のスイッチで PPT の電源を入れ、ステータスライトが脈動して PPT が停止したことを示すまで待ち
ます。

3. V ボックス 1 のスイッチで PPT の電源を切り、PPT が停止したことを示すステータスライトが 1 回点滅するまで
待ちます。

4. V ボックス 1 のスイッチで PPT の電源を入れ、ステータスライトが脈動して PPT が停止したことを示すまで待ち
ます。

5. V ボックス 1 のスイッチで PPT の電源を切り、PPT が停止したことを示すステータスライトが 1 回点滅するまで
待ちます。

6. PPT の電源を入れ、ステータスライトが 7 秒ごとに 1 回点滅して "初期飼料較正" が起動したことがわかるまで待
ちます。

7. 初期飼料較正を実行します。

初期飼料較正

飼料ホッパーには、いつも飼料を十分に用意しておいてください。

1. ホッパーが飼料で満たされていることを確認してください。

すりつぶした飼料を使用するときは、ぜひ金属ボールを使用してください。

2. 飼料トラフが空 (重量が 100 g 未満) になっていることを確認し、掃除します。

3. PPT アンテナ界に較正タグを置き、初期較正手順を起動します。

4. 較正手順が開始したら、アンテナ界から較正タグを取り出します。

モーターは、10 ポーションの飼料を供給してオーガーとトラフを満たします。これで、給餌モーターが 5 秒停
止します。以上で、安定重量の測定が完了しました。給餌モーターは、5 ポーションの飼料を供給します。給餌
ポーション較正のための安定重量を測定します。以後は、"システムアテンション" なしにシステムを確実に運用
できます。
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4 メンテナンス

4.1 メンテナンススキーム
使用開始後、最初の 2 週間が過ぎたら、システム全体をチェックします。温度変動や振動により、一部の可動部の調整
や、ボルトやナットの増し締めが必要になる場合があります。

以下のスキームに従って PPT のメンテナンスを実行します。最適条件にユニットを保ち、計量精度を維持するために
は、定期保守が欠かせません。通常のメンテナンスタスクの実行方法の詳細については、標準操作手順 (次章以下) を参
照してください。

最初に豚を追い出しておけばメンテナンスは簡単です。

いつ チェック 操作 誰が

毎日 固体計量プラットフォームに豚がい
ないとき、 固体 計量インジケータ
に "0 kg" が表示されるか確認してく
ださい ¹)。

必要に応じて ">T< TARE (風袋)"
キーを短く押して、ディスプレイを
"0 kg" に設定します ²)。

この操作が必要なのは、固体
体重インジケータのみです!

ユーザー

毎週 1. 給餌トラフに飼料が詰まってい
ないか確認してください。

2. 固体計量プラットフォームの下
やプラットフォームに面して障
害物がないか確認してくださ
い。

3. 計量プラットフォームに糞やご
みがないか確認してください。

1. 詰まりは必要に応じて取り除い
てください。

2. 障害物は必要に応じて取り除い
てください。

3. 糞やごみは取り除いてくださ
い。

注意
PPT の電気部品は、決し
て水圧洗浄しないでくだ
さい。

必要に応じて ">T< TARE
(風袋)" キーを押します。
この操作が必要なのは、
固体体重インジケータの
みです!

ユーザー

毎月
両方のスケールを既知のウェイトで
チェックしてください (「標準操作
手順」を参照)。

必要に応じて再較正します。 ユーザー
サービスパート
ナー

すべてのネジ、ボルト、ナットが適
切に締められているか確認してくだ
さい。

必要に応じて締めます。

計量プラットフォームの可
動部は締め付けないでくださ
い。これらの可動部は、余分
な隙間なしで、簡単に回転す
ることとします。

ユーザー
サービスパート
ナー

飼料の供給後に供給カップが水平に
なっているかどうか確認してくださ
い。

必要に応じて調整してください。 ユーザー
サービスパート
ナー

新しいバッ
チごとに

ロードセルボルトが適切に締めら
れているかを確認してください (30
Nm (22 lbf·ft.))。

必要に応じて締めます。 ユーザー
サービスパート
ナー



ユーザーマニュアル | 豚パフォーマンステスター

バージョン: 01.000     21

¹) 環境的要因により、 固体 体重インジケータの体重の表示値が多少上下することがあります。その場合、">T<
TARE (風袋)" キーを押す必要はありません。
²) 計量インジケータを 0 kg に設定するときに "ZERO (ゼロ)" ボタンを押さないでください。これを実行すると、
ユニットの再較正が必要になります。

4.2 標準操作手順: 掃除と給餌前
掃除
1. ホッパーとトラフを空にします。

2. ピンを取り外し、調節式側壁を取り出します。

3. 図で示したボルトをゆるめ、固体スケールの内部パーツとバックプレートを取り出します。
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4. ペンと PPT 全体をざっと掃除します。

5. 固体スケールとトラフのすべての主要エッジを丁寧に掃除します。
給餌トラフの給餌詰まりを避けるため、給餌残留物をトラフからこそげ取り、取り除きます。

6. トラフから水を排水します。

7. 固体スケールの内部パーツとバックプレートを交換します。

8. 固体スケールとトラフが自由に移動することを確認してください。

9. 両方のインジケータの表示値は、ほぼ ZERO (ゼロ) のはずです: [<10.0 g] / [± 0.5 kg]。
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給餌前に
1. 給餌ホッパープレート取り外します。

2. 給餌カップがきれいで、正しい位置にあるかを確認してください。
a. 回転後に飼料供給カップか水平になっているか確認してください。

b. カップが水平でない場合は、固定ボルトを緩めて位置を調整してください。

c. ボルトを締めて、カップを水平位置に固定します。
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d. 給餌ホッパープレートを取り付け直します。

3. ホッパー、オーガー、給餌カップが乾燥していることを確認してください。

4. ホッパーに新鮮で乾燥した飼料を補充します。

5. 初期補充を実行します (10 + 5 ポーション)。

6. インジケータの表示値が ~600 g になるまで飼料を一部取り出します。

7. 既知の正確なウェイトをトラフに置きます [1000 ± 0.1 g]。

8. インジケータの表示値は、~600 + 1000 = 1600 g [max. deviation (最大誤差): ± 5 g] になるはずです。

9. 既知の正確なウェイトを固体スケールに置きます [80 kg ± 100 g] (4 つのウェイト、20 kg ± 25 g)。

10. インジケータの表示値は、80.0 kg になるはずです [最大誤差: ± 0.5 kg]。

8 と 10 でメモした値よりも誤差が大きい場合、計量インジケータを再較正します。

4.3 標準操作手順: バッチ中
1. 既知の正確なウェイト、[1000 ± 0.1 g] をトラフに置きます。

2. インジケータの表示値は、1000 g になるはずです [最大誤差: ± 5.0 g] になるはずです。

3. 既知の正確なウェイト、[20 kg ± 100 g] を固体スケールの 2 箇所に置きます。

4. インジケータの表示値は、20.0 kg になるはずです [最大誤差: ± 0.5 kg]。

TARE (風袋) 固体スケールは必要時のみ使用してください。

2 と 4 でメモした値よりも誤差が大きい場合、計量インジケータを再較正します。
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注意
• トラフインジケータの TARE (風袋) ボタンは決して押さないでください。

• トラフインジケータと固体 インジケータの ZERO (ゼロ) ボタンは決して押さないで下さい。

4.4 標準操作手順: 総給餌量の検証
クイックバージョン *

• PPT ホッパー上の給餌ラインバルブを閉じます。

• PPT の表示が 'hopper empty (ホッパーが空)' になるまで待ち、日時スタンプをメモします。

• ホッパーに、既知の量の飼料 [20.0 kg] を補充し、日時スタンプをメモします。

• PPT の表示が、再び 'hopper empty (ホッパーが空)' になるまで待ち、日時スタンプをメモします。

• 時間スタンプ間の各給餌量を累積します。

• レポートの累積給餌間と 20.0k g との最大差 [± 600 g = 3%]。

* ホッパーセンサーは、空のホッパーが 5 ポーションの補充プロセス中であることを示します。1 ポーションまたは 5
ポーションの補充後にセンサーの表示が 'empty hopper (ホッパーを空)' になった場合、原因は不明です。そのため、最
大差は ± 600 g に設定します。

信頼できる (ただし時間がかかります) SOP としては、ホッパーを (真空) 前後に清掃し、正確な量の飼料の重量を測定
する方法です。この場合、どれだけの飼料を供給したかを正確に知ることができます。この量を、レポートに残した
個々の給餌量と比較します。差が 1% 以下であれば問題ありません。
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5 PPTを再較正
以上の手順は、飼料タイプの変更後、計量インジケータの交換後、PPT の掃除後の PPT の再較正に必要です。

• 再構成前に PPT を無効にします。

• 給餌トラフが空になっていることを確認してください。

• 給餌トラフが自由に移動することを確認してください。

• 固体計量プラットフォームが自由に移動することを確認してください。

• 固体計量プラットフォームにもたれかかっている物がないことを確認し、余分なごみを取り除いてください。

給餌トラフ計量インジケータの較正手順 (アドレス 1)
給餌トラフは、使用前に、1,000 g ± 0.1 g の 2 つの基準 (メートル) ウェイトで較正します。信頼できる結果を得
るために重要なのは、較正に 2 つの同重量のウェイトを使用して計量精度の大幅低下を防ぐことです。

操作 表示

1.較正中に V ボックスのスイッチで PPT の電源を切ります。ディスプレ
イにグラム数が表示されているかを確認してください!

"0 g"

2.ディスプレイに "Full SEtuP (フル設定)" が表示され、続けて "bUiLd (ビ
ルド)" が表示されるまで、計量インジケータの "I" キーと "ƒ" キーを同時に
長押しします。

"Full SEtuP (フル設定)"
"bUiLd (ビルド)"

3.">0< ZERO (>0< ゼロ)" キーを 2 回押します。 "CAL (計算)"。

4.">T< TARE (風袋)" キーを 1 回押します。

確認給餌トラフが空になっているか確認し、確認給餌トラフの上や
下、または周囲に障害物があれば取り除きます。

"ZErO (ゼロ)"

5."ƒ" キーを 2 回押します。 "Z in P (P の Z)"、続けて "0 g"。

これは、給餌トラフの 0 g 較
正レベルです。

6.">0< ZERO (>0< ゼロ)" キーを 1 回押します。 "CAL (計算)"

7.">T< TARE (風袋)" キーを 2 回押します。 "SPAN (スパン)"

8."SELECT (選択)" キーを 1 回押します。 ディスプレイの "002000 g" (また
は別の数字) が点滅します。

9."ƒ" キーを 1 回押します。 第 1 桁が点滅します。

10.使用する較正ウェイトを入力します。
a. "PRINT (印刷)" キーを押して、第 1 桁を編集します。

b. "SELECT (選択)" キーを押して、次の桁に移動します。

c. ディスプレイに "002000 g" と表示されるまで、ステップ 1 と 2 を繰
り返します。

ディスプレイに "002000 g" と表示
されます。

11.給餌トラフ底の中心に、基準 (メートル) ウェイト 1,000 g ± 0.1 g を 2
つ置きます。

ディスプレイに "002000 g" と表示
されます。

12."ƒ" キーを 1 回押して、この較正レベルを PPT に設定します。 "S in P (P の S)"
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操作 表示

13."SAvinG (保存しています)" がディスプレイに表示されてビープ音が鳴
るまで、"I" キーと "ƒ" キーを同時に長押しします。
以上で、較正設定値が保存されます。

"SAvinG (保存しています)"

14.較正ウェイトを取り除きます。ディスプレイの表示は "0 g" になりま
す。

"0 g"。

15.給餌トラフの計量インジケータを較正するだけの場合、V ボックスのス
イッチで PPT の電源を入れます。

 

計量インジケータには、グラム数のみが表示されます。

給餌トラフに飼料がなく空のときにディスプレイに >10g と表示される場合は再較正します。

誤って ">0< ZERO (>0< ゼロ)" キーを押した場合は、上記の手順に従ってユニットを再較正してください。

固体計量インジケータの較正手順 (アドレス 2)
固体計量プラットフォームは、使用前に、20 kg ± 25 g の 4 つの最小メートルウェイトで構成します。信頼でき
る結果を得るために重要なのは、較正に 4 つの同重量のウェイトを使用して計量精度の大幅低下を防ぐことで
す。

操作 表示

1.必要に応じて、V ボックスのスイッチで PPT の電源を切り、ディスプレ
イにキログラム数が表示されるかを確認してください!

"00.0 kg"

2.ディスプレイに "Full SEtuP (フル設定)" が表示され、続けて "bUiLd (ビ
ルド)" が表示されるまで、計量インジケータの "I" キーと "ƒ" キーを同時に
長押しします。

"Full SEtuP (フル設定)"
"bUiLd (ビルド)"

3.">0< ZERO (>0< ゼロ)" キーを 2 回押します。 "CAL (計算)"。

4.">T< TARE (風袋)" キーを 1 回押します。

固体計量プラットフォームが空になっているか確認し、確認給餌ト
ラフの上や下、あるいは周囲に障害物があれば取り除きます。

"ZErO (ゼロ)"

5."ƒ" キーを 2 回押します。 "Z in P (P の Z)"、続けて "00.0
kg"。

これは、固体計量プラット
フォームの 0 kg 較正レベル
です。

6.">0< ZERO (>0< ゼロ)" キーを 1 回押します。 "CAL (計算)"

7.">T< TARE (風袋)" キーを 2 回押します。 "SPAN (スパン)"

8."SELECT (選択)" キーを 1 回押します。 ディスプレイの "00080.0 kg" (また
は別の数字) が点滅します。
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操作 表示

9."ƒ" キーを 1 回押します。 第 1 桁が点滅します。

10.使用する較正ウェイトを入力します。
a. "PRINT (印刷)" キーを押して、第 1 桁を編集します。

b. "SELECT (選択)" キーを押して、次の桁に移動します。

c. ディスプレイに "00080.0 kg" と表示されるまで、ステップ 1 と 2 を繰
り返します。

ディスプレイに "00080.0 kg" と表
示されます。

11.固体計量プラットフォームの中心に、既知のメートルウェイト 20 kg ±
25 g を 4 つ置きます。

"00080.0 kg"

12."ƒ" キーを 1 回押して、この較正レベルを PPT に設定します。 "S in P (P の S)"

13."SAvinG (保存しています)" がディスプレイに表示されてビープ音が鳴
るまで、"I" キーと "ƒ" キーを同時に長押しします。
以上で、較正設定値が保存されます。

"SAvinG (保存しています)"

14.較正ウェイトを取り除きます。ディスプレイには、"0.0 kg" と表示され
ます。

"0.0 kg"

15.V ボックスのスイッチで PPT の電源を入れます。  

計量インジケータにはキログラム数のみが表示されます。

固体計量プラットフォームに何もないときにディスプレイに何らかの数字が表示される場合は、">T< TARE (風
袋)" キーを押して、計量インジケータをゼロ (0 kg) に設定します。

誤って ">0< ZERO (>0< ゼロ)" キーを押した場合は、上記の手順に従ってユニットを再較正してください。
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6 トラブルシューティング
PPT が正常に機能しない場合や、Velos にエラーメッセージが表示される場合、以下の項の指示に従って問題を解決し
てください。

6.1 LED 表示 V ボックス 1

状態 原因 対策 誰が

V ボックス 1 の
青色ライトが点
滅する

エラー Velos のシステムアテンションがないか確認します。 ユー
ザー

V ボックス 1 の
青色ライトが消
灯

電源がオフ • VP2001 の電源を確認します。

• サーキットブレーカー、ヒューズ、ケーブル配線
をチェックします。

以上の措置で問題を解消できない場合は、サービス
パートナーにお問い合わせください。

ユー
ザー

システムが正常に機能していれば、V ボックス 1 の青色ライトは "脈動" します。

6.2 システムアテンション
機能障害の一般的検査
PPT が正常に機能しない場合、システムアテンション (アラーム) が Velos に表示されます。システムアテンションが
表示された場合は、その内容をチェックします。

1. Velos で、[Dashboard (ダッシュボード)] > [System attentions (システムアテンション)] に移動し、機能障害を
チェックします。

2. システムアテンションの原因を調べ、機能障害を解決します (「トラブルシューティング」を参照)。

3. 問題が解決できたら、システムアテンションを取り除きます。

4. 機能障害を解決できない場合は、サービスパートナーに連絡してください。
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トラブルシューティング

システムアテンション 原因 対策

補充時に追加した飼料の量が不十
分であった。

このシステムアテンション
は、PPT で補充した飼料が少なす
ぎるときに表示されます。たとえ
ば、給餌較正ウェイトが 100 g の
とき、補充後の飼料重量は、500
g (5 補充 ポーション x 各 80 g) と
なります。計量インジケータの表
示値がそれを下回っている場合、
(例、300 g)、補充が不足しており
システムアテンション が表示され
ます。
PPT は、飼料重量が 50 グラムを
下回ったり、タイムアウトが 120
分を超えるまで補充プロセス、給
餌量の登録を継続します。
• 給餌ホッパーが時間内に満杯

にならない場合、給餌ライ
ンや給餌ホッパーで飼料が
詰まっているおそれがありま
す。

• 給餌ラインが頻繁には動作し
ない場合、給餌ラインのセ
ンサーが適切に機能していな
いか、正しい位置に取り付け
られていないおそれがありま
す。

• 給餌ラインのセットアップと
飼料配合をチェックしてくだ
さい。

給餌ラインに機能障害が
あると、システムの精度
に影響が発生することが
あります!

• 計量スケールが正常に機能し
ているかを確認してくださ
い。
a. トラフを十分に掃除してく

ださい。

b. テストウェイト 1 kg を計
量スケールに置いてくださ
い。

c. 計量インジケータに 1000
g と表示されるかを確認し
てください。

d. PPT の Velos のモニター
ページに 1000 g と表示さ
れるかを確認してください
([Maintenance (メンテナ
ンス)] > [Monitoring (監視)]
> [Behavior Components
(動作コンポーネント)] >
[link View (リンク表示)] を
クリック)。

e. 計量インジケータとモニ
ターページの両方または
いずれかに 1000 g と表示
される場合は、PPTを較正
してください (サービスマ
ニュアルの「PPTを較正」
を参照)。

初期化で安定重量が得られない 電源切断後や、動作コンポーネン
トのサブミット後には、飼料の開
始安定重量が必要です。一定の時
間経過後、飼料重量が安定しない
場合、このシステムアテンション
がポップアップします。

ロッドがガイディングシステムの
グロメットに触れることなく、給
餌トラフが自由に移動できるかを
確認してください。

固体が PPT を出るまでお待
ちください。給餌トラフの飼
料重量は、2,000 グラム未満
とします。

ホッパーが空である ホッパーエンプティセンサー
でホッパーに 5 秒を超えて飼
料が検出されない場合、Velos
の[Dashboard (ダッシュボード)] に
アテンションが表示されます。
引き続き給餌量の登録は実行され
ますが、PPT による補充プロセス
は停止します。

ホッパーに飼料を補充します。

センサーが再び飼料を検出す
ると、PPT はシステムアテ
ンションを発生させることな
く処理を継続します!

通信タイムアウト   サービスマニュアルの「通信タイ
ムアウトを解決」を参照してくだ
さい。
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6.3 ステータスの表示
PPT のステータスは、VP1007 のディスプレイに表示されます。以下の表にあるのは、一般ステータス番号のみです。

これ以外のステータス番号やステータス番号のシーケンスがディスプレイに表示されることもあります。

表示される番号や番号シーケンスは、PPT の動作を表します。

ステータス番号が "2、74、80、または 99" の場合、ユーザーアクションが必要です。その場合、アラームで PPT
の動作は停止します。

ステータスコード "99" が表示された場合は、Velos の Dashboard (ダッシュボード) で [System attentions (シス
テムアテンション)] に移動し、機能障害の有無を確認してください (トラブルシューティング (ページ 29)も参
照)。

No. ステータス

2 初期化
• 計量インジケータの初期化終了待ちです。

• 計量インジケータからの最初の安定重量の出力待ちです。

11 給餌を計量中
• 最短飼料計量間隔の経過待ちです。

• 給餌トラフ内の飼料を計量します。

14 較正
• 補充ポーションを供給しました。

• 給餌トラフ内の飼料を計量します。

• 較正値を計算します。

15 固体をチェック
• アンテナを読み取って、固体がいることを確認します。

16 固体を計量中
• 固体を計量します。

71 補充を開始 (5 ポーション)
• 補充パラメーターを初期化します。

72 補充をチェック
• 補充がビジーでない場合、補充が必要かどうかを確認して開始します。ホッパーが空でなく、以

下の条件が満たされていれば補充を開始できます:
– 較正タグを検出し、給餌トラフ内の重量が 1400 グラム未満である。

– PPT に固体がおらず、給餌トラフ内の重量が 500 グラム未満であり、前回の補充から 3 分以
上経っている。

– PPT に固体がいて、給餌トラフ内の重量が 200 グラム未満であり、前回の補充から 3 分以上
経っている。

• 補充がビジーの場合、補充が完了したか、継続しているかを確認してください。

73 ポーションを補充
• 1 補充ポーションを供給します。
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No. ステータス

74 初期補充待機の扱い
• 初期補充が必要です。正しい開始条件が整うのを待ちます:

– 較正タグを検出した。

– 給餌トラフ内の重量が 100 グラム未満である。

– ホッパーが空ではない。

75 初期補充開始の扱い
• 初期補充を開始します。

– 2 秒間隔で 10 ポーションを供給し、オーガーが完全に満たされたことを確認してください。

– 飼料が給餌トラフに完全に落ちるまで 3 秒以上待ちます。

– 補充の開始重量を測定します。

80 オフ
• PPT の電源はスイッチで切ります。

99 エラー
• アラームが発生しています。

最も一般的なステータスシーケンス
• スタートアップ後、初期補充が不要である:2、11... そして標準アクションを継続する。

• スタートアップ後、初期補充が必要である:2、74、75、71... 補充を継続する。

• 固体計量器が存在するときの標準アクション:11、72、15、16、11... 以下同様。

• 固体計量器が不在のときの標準アクション:11、72、15、11... 以下同様。

• 補充が必要な場合、標準シーケンスが割り込まれます。11、72、71、続けて補充。

• 補充中 (5 ポーション):5x 73、15、16、11、72、続けて 14、11、さらに標準アクション。

ディスプレイには、これ以外のシーケンスが表示されることもあります。それらのシーケンスでは、ごく短時
間、いくつかの状態がアクティブになります。ディスプレイにはそれらの状態は表示されません。
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7 取り扱い手順

保管
• 本製品を一定期間保管する場合、保護カバーをかけて、ごみや湿気の侵入を防いでください。

• 本製品は、直射日光や、嵐、降雨、降雪などの悪天候条件にさらさないでください。

• 保管温度の範囲: -25 – +70 °C (-13 – +158 °F)。

• 相対湿度 (Rh) < 93% @ 45 °C / 113 °F (結露なきこと)。

廃棄
廃棄物や残留物は、ローカルルールや規制に従って廃棄してください。
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8 用語集
用語 解説

動作コンポーネント 標準ハードウェアコンポーネントとトータル管理システムのいずれかまたは両方
の動作。Velos ソフトウェアで設定します

CAN (バス) コントローラーエリアネットワーク.電子コントローラーを接続する標準シリアル
バス

DHCP 動的ホスト構成プロトコル

ESF 電子母豚給餌

イーサネット LAN 内 PC のネットワーク通信標準

LAN ローカルエリアネットワーク

RFID 無線周波数の識別

ルーター コンピューターネットワーク間でデータパケットを転送するネットワーキングデ
バイス

スイッチ (接続ボックス) VPU を PC に接続します (ネットワーク)

V ボックス V パックのハウジング

V パック VPU または VP

VP1001 リーダーモーターコントローラー

VP1007 リーダー入出力コントローラー

VP2001 電源 (DC 25 V、2x 4 A)

VP3001 リーダー入出力コントローラー

VP8001 Velos 処理ユニット (VPU)

VPU Velos 処理ユニット

Velos ケーブル VPU と V パックを接続するシールド 6 極通信/電源ケーブル

Velos ソフトウェア システム制御のための Nedap ソフトウェア
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9 技術仕様
項目 仕様

寸法 (L x H x W)、輸送、シングルユニット 1,711 x 1,263 x 704 mm (67.36 x 49.72 x 27.72 インチ)

寸法 (L x H x W)、輸送、2 重積み重ねユニット 1,711 x 2,526 x 704 mm (67.36 x 99.45 x 27.72 インチ)

寸法 (L x H x W)、取り付け後 1,693 x 1,833 x 704 mm (66.65 x 72.17 x 27.72 インチ)

重量 (シングルユニット) 235 kg (518.1 lb.)

計量の範囲 / 目盛り (給餌) 2,000 g (4.4 lb.) / 目盛り 1 g (0.035 oz.)

計量範囲 / 目盛り (固体) 150 kg (330 lb.) / 目盛り 0.5 kg (1.1 lb.)

構成材料フレーム オールステンレススチール
PP パネル
溶融亜鉛メッキ鋼 (ISO 1461)

動作温度の範囲 -10 – +45 °C (-14 – +113 °F)

動作時相対湿度 Rh < 93% @ 45 °C / 113 °F

エンクロージャー保護クラス IP65 (カバーするときは、グランドとケーブルを正しく取り付
けること)

寸法図 (取り付け後)
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10 適合宣言
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